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＜連絡事項＞
・福島明彦様の通所体験利用の希望あり。デイナイトケア利用したいとの希望あるが、利用時間の説明を行っていく。

・認知症の人と家族の会　第30回　全国研究集会のお知らせ
日時：11月2日（日）9：30～16：00
場所：青森市民ホール
内容：◆全国研究集会　第30回記念によせて　厚生労働省　三浦老健局長　　
　　　◆講演　演題：若年性認知症の人と家族とともに歩んで
　　　　　　　～神経内科医として～　　　講師：東海林 幹夫氏
　　　　　　　弘前大学大学院医学研究科　脳神経内科学講座 教授
　　　◆事例発表　・周囲への告知と顔写真の公表　青森県　西塚　明子氏
　　　　　　　　　・アセスメントシートについて　福岡県　阿部　かおり氏　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県　金武　直美氏
　　　　　　　　　・「うなずきと微笑み」の介護人生　青森県　根城　候憲氏　　等
　　　◆シンポジウム　テーマ：若年性認知症の人を地域で支える　 　　
　　　◆その他　認知症ほっと三行レター、介護技術実演、介護用品展示　等
認知症の人とその家族を支援している、医療機関、事業所として、青南病院、南山苑は、家族会の賛助会員となっています。是非、ご参加ください。
申し込み等については、こころすこやか財団でも受け付けますのでご連絡ください。
・看護グループ内研修のお知らせ
日　時：10/27（月）17：15～
場　所：病院2Ｆ会議室
対　象：介護新人・初級
テーマ：認知症疾患の特徴
講　師：鳥谷部SGM　　　　　　　　　10/26までの出欠入力をお願いします。

・平成26年度医療法人財団青仁会医療福祉学会のプログラムを各自確認して下さい。
・馬場勇治（心理技術員）のローテーション研修について

初任者研修が10月16日（木）と21日（火）に変更になったため、日程を調整している。

外来、通所：10月17日（金）・20日（月）・22日（水）～24日（金）の午後の予定。

＜青明舎登録者情報＞
・大久保　律子様～10/14（火）15時過ぎに夫と一緒に来所される。買い物の帰りとの事で、午前中は相沢耳鼻科に行ってきたと話されている。13日夜間に八戸赤十字病院に喉の違和感を訴えたところ耳鼻科受診するよう言われたとのこと。相沢耳鼻科受診し唾液管が詰っていると診断されたと話されている。10/15（水）青南病院でインフルエンザの予防接種を受けるために、市役所に無料になる用紙を貰いに行くと話している。予防接種やテレビ番組の話をし、10分ほど休んで帰宅している。

・森田　清助　様～10/15（水）定期訪問実施。部屋は床やテーブル上に埃やごみが落ちており、「しばらく掃除していない」と話されている。

台風で隣の住人のテレビアンテナが自分のテレビアンテナに倒れ掛かり大家に相談したが、自分で直すように言われたとのこと。アンテナの向きを直すために業者へ依頼し15000円かかったという。15000円の出費は大きいが、11月から生活保護費に冬季加算がつくからお金のやりくりは問題ないと話されている。

体調は変わりないとのこと。困っていることはないか確認すると、デイケアから毎日の野菜摂取量をチェックするように言われているが、本日は何の野菜を購入しようかと悩んでいるという。キャベツやチンゲン菜などは、どのような料理でも使用できるため良いと思われることを伝えている。

・高柳　和子　様～10/15（水）定期訪問実施。部屋は綺麗に保たれている。食事睡眠は問題ないとのこと。10/14（火）は台風だったが「デイケア休んじゃった」と申し訳なさそうに言うので、天候に合わせて行動できていると評価している。弟に電話したところ、「こっちは台風なんか関係ないんだ」など、元気な様子が分かり安心したとのこと。家にこもりっぱなしだといけないと思い、なるべく外に出ようとしていると本人話すが思うように出られないとのこと。新組町のバス停で降りてしまむらやトマト衣料館に行くのはいいが、ラピアくらいだと疲れるので行けないと話している。外に出ようとしていることの評価と自分の体調に合わせて行動するよう伝えている。困ったことはないか聞くと、前に比べて鬱っぽいかもしれないと話している。一人の時間が長いのが原因だと本人考えているようなので、散歩や買い物でも気分転換になるし、家族に連絡が取れるときは電話をしたり、デイケアに行くことが良いと思われることを伝えている。

・大久保　恒夫様～10/17（金）定期訪問実施。部屋は整頓されており、掃除をした様子がうかがえている。近況について確認している。「最近は人混みに居るとなんかだめなんだよ」と話されている。昨日、買い物をした帰りに青明舎に寄ったが、人がいっぱい居てすぐ帰ったとのこと。人混みに居ることでストレスになったり症状の悪化につながるようであれば、避ける方法もあること伝えている。「薬が強すぎるかもしれないな」とのことで、今服用している薬を減薬してもらおうと思っているが、減薬すると手の振戦が増幅してしまうため少し様子を見てみると話す。少しでも症状等に変化や悪化が感じられた場合には受診をした方が良いこと伝えている。

・大久保　律子様～10/17（金）定期訪問実施。こたつで暖をとって過ごされている。近況について確認すると、最近は体調が悪かったとのことで、今朝も嘔吐したと話されている。本人曰く、喉に違和感があり、顔面膨張も出現してしまい、八戸赤十字病院の指示で、10/14（水）相沢耳鼻科を受診したとのこと。耳鼻科の主治医からは、気管支にばい菌が入ってしまったとのことで、薬が処方されてきたと話されている。薬を服用して2日間経過したが、徐々に改善傾向にあると表情よく話している。10/18(土)に再度受診し、患部の消毒をしてもらってくるとのこと。薬を服用することで治癒するものと主治医から説明があったようで安心されている。生活面では特に困っていることや変わったことはないとのこと。近日中に、母親が25kgの米を自宅へ持参してくれるとのことで、助かっていると話す。

・清水　秋男　様～10/18（土）定期訪問実施。こたつで暖をとりテレビを見て過ごしていた様子で、部屋も綺麗に保たれている。風邪を引かずに過ごせているとのこと。痛みのあった五十肩も、ここ数日は痛みが和らいでいると話している。塗り薬などは続けて使用しているとのこと。先週話していた仕事の日数を増やすという件についてはまだ考え中とのことだが、スタッフが「それは調子が良いということですね」と言うと、「そうだね、そういうことだね」と納得された様子。食事は問題ないとのこと。「朝飲んでいる野菜ジュースが免疫力を高めているのかな」と話され、「今年は風邪を引かないようにしよう」と意気込んでいる。睡眠に関しては中途覚醒するとなかなか寝付けないとのことだが、暇つぶしをしていると眠り、日中の眠気はないとのこと。昔の曲を聴くのも楽しいと演歌を聴いていることを話したり、スタッフと週末のイベントについて話している。気分転換もできている様子。

・我満　奈津紀様～10/18（土）定期訪問実施。台所の隅にゴミを分別できるように段ボールが3つ置いてありごみが溜まっている。現在部屋の片づけを行っており、とりあえずゴミは台所の隅に置いたとのこと。しかし、依然として部屋の中は物であふれている。書類の整理をした方が良いことを伝えると「いるものといらない物の分別がつかない」と話すため、スタッフが確認し振り分けている。スタッフが振り分けている姿をみて「後は、自分でやってみようかな」と話している。次回、訪問時に振り分けられたか確認することを伝えている。

生活で困っていることはあるか確認すると、特定メンバーの名をあげ「距離をとって接するようにしているんだけど、自分が孤立しているんじゃないかと心配になる」と話す。その特定メンバー以外にも交流があるため孤立はしてないと思われることを伝えると「あっ、そうか」と納得している。

・平　　京子　様～10/19（日）定期訪問実施。台所、部屋ともに整理整頓されており掃除している様子うかがえる。お金のやりくりは出来ていると話す。食事は、野菜を多く摂るようにしており、ナポリタン等の料理も行っているとのこと。食事に気を付けるようになってから5kg痩せたと話している。

休日はしまむらや三春屋に買い物に行くこともあるとのこと。

生活面で困っていることはあるか確認すると特にないと話す。

※12/23（火）「餅つき大会」を行うため、通所のレク用品を借りたいとの事。

12/19（金）に借りに来る予定。

＜グループホーム入所者情報＞

・繁名　和恵　様～世話人が訪問時は表情良く話していたが、徐々に不調を訴え始め「午後からデイケアに行く」と話されている。午前から行くように説明すると来所する事が出来ている。土曜日に青山荘で鮭の粕漬けを食べてから具合が悪いと話されている。

デイケア利用時にも不調を訴え、数回静養室を利用している。

・大久保　康弘様～めまい、吐き気を訴えており、発熱はないと話されている。本日はデイナイトケアを欠席し様子観察するとの事。

・中村　　茂　様～最近、デイナイトケアを欠席したいと訴えることが多くなっており「午前中は行ってみて」と声を掛けると利用することが出来ている。

※10/28（火）8：00～9：00グループホームで消防立会いの通報訓練実施予定。

入所者には通所利用時間には間に合うように終了することは説明している。

＜利用者情報＞
・古舘　ヨリ　様～昨日、就床前薬服用せず1～2時間しか眠れていないとのこと。午前中は静養室利用し休まれているが、プログラムの参加状況など観察していく。

・繁名　和恵　様～｢目の前がぱちぱちする｣等の不調を訴え､静養室で休んでいることが目立つ。表情は良いものの､その後も引き続き不調を訴え､早めに帰宅している。
・大久保　康弘様～今朝、本人より架電あり。昨日から吐き気があり、横になっていると楽である為欠席したいとの事。検温では36.9度、熱はないが体調不調の為、本日欠席となっている。
・中村　　茂　様～下肢に力が入らない、ふらふらしてやる気が出ないと不安そうに話をしている。「グループホームの世話人さんから早く帰ってもいいって言われた」とのことで、16時には帰りたいと話しているが、スタッフより最後までいるよう伝えると聞きいれることができている。以前、主治医より筋肉をつける為、運動をするように言われたとの事で、スタッフと一緒に運動をすることを提案すると了解されている。

・馬渡　武光　様～昼食後、目薬があるかスタッフに確認に来ているが無い事を伝えると納得している。目については､すぐに開かない、濁ったように見える等の発言があるが、以前よりは良くなっていると話している。
＜外来情報＞
・種本　サハ　様～尿検査の結果、ブドウ糖＋となっている。次回採血予定。

・若松　健一　様～以前、隣人の橘様から依頼があった書類を10/23（木）に訪問看護が渡す予定となっている。顔に吹き出物が出来ており、ナジフロが処方となっていたが、今回も処方となっている。

・清水　泰雅　様～本人からデイケアへの遅刻が多いと話されていたが、担当医よりもう少し早く行くようアドバイスある。

＜事例検討＞　　　　　　　　　　　　　　　　カンファレンスシート（関　秀治様）

実施日：H26年10月20日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長・佐々木、戸賀沢・三浦・川井

検討内容　

	氏名
	関　秀治
	性別
	男
	年齢
	34
	生年月日
	Ｓ53年3月1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	


	治療方針（医師の指示）
	薬物療法・精神療法を継続して行い、症状の安定・日常生活能力の維持向上を図っていく。

	本人希望
	現在の生活を維持したい

	家族希望
	

	入院歴
	計　1　回（最終：Ｈ14年11月5日～Ｈ16年2月16日）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H16年4月6日～現在（週2回/火、木曜日）
ナイトケア：H19年9月4日～現在（週2回/水、金曜日）

	その他サービス利用
	グループホーム「あおめ」入所

地域活動支援センター「青明舎」
パンションリビエラにて掃除の仕事をパートで行っている。(月・水・金　各2時間)

	住居：グループホーム
	家族構成：両親、兄一人と姉二人

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	他、自立支援医療


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、ｸﾞﾙｰﾌﾟホームで安定した共同生活維持が出来る。
	①疾病管理が行える。


	①体調の変化や疲労に気づき、対処する事が出来る。


	①不調がある際は､職員へ相談する。職員は､疲労や不調の感じ方とその影響の有無を把握し、無理をしない過ごし方や対処法を共に検討する。

	
	②家事動作能力を高める。
	②悩み事がある際は相談が出来る。


	②些細な事でも悩み事がある際には自ら職員へ相談する。職員は､一日に一度は声をかけ、悩み事はないか具体的に問い掛ける。

	
	
	③標準体重63㎏であるが、まず-5kg（75ｋｇ）を目標にして減量に取り組むことが出来る。
	③食事内容を職員へ報告し､減量に必要な助言を受ける。職員は食事内容を確認し、バランスの良い食事を摂る為に不足している栄養素の摂取を促す。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①不調がある際は､職員へ相談する。職員は､疲労や不調の感じ方とその影響の有無を把握し、無理をしない過ごし方や対処法を共に検討する。
	・声掛けに対し「大丈夫です」と話される。
・両親指付け根に湿布する事はあるが、自分から痛みを訴えることはなく、痛みの確認に「少し・・・」と話される。
	・両親指付け根に湿布を貼り続けていたが、声掛けで徐々に受け入れることが出来てきた。今後も対処法について一緒に検討していく。

	②些細な事でも悩み事がある際には自ら職員へ相談する。職員は､一日に一度は声をかけ、悩み事はないか具体的に問い掛ける。
	・声掛けするが「大丈夫です」と話し、訴えてくることはない。
・やることは分かっていても声を掛けられるまでやらない。
・否定的な発言が多く、周囲が不快になる時もあり、本人も気にしている様子がうかがえる。
	・本人が困っていることを困っていると認識出来るか、危機管理が出来るのか確認していく。
・以前は単身生活を行いたいと話していたが、担当医から単身生活が出来るのか確認し、本人からの希望もあれば取り入れていく。

	③食事内容を職員へ報告し､減量に必要な助言を受ける。職員は食事内容を確認し、バランスの良い食事を摂る為に不足している栄養素の摂取を促す。
	・ご飯と焼きそばを持参する事があり、声掛けに対し「次に野菜を食べます」と話される。
・自炊内容は野菜中心に行っていると世話人より情報ある。
・体重が8月から81㎏⇒78㎏へと減少し、現在維持出来ている状態。
・料理、日常生活において、他入所者から褒められている。
・朝食前に食パン3枚食べることもあったが、声掛けによりやめている。
	・現在体重78㎏を維持している状態であり、本人と75㎏を目標とするよう話し合っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、ｸﾞﾙｰﾌﾟホームで安定した共同生活維持が出来る。
	①疾病管理が行える。


	①体調の変化や疲労に気づき、対処する事が出来る。


	①不調がある際は､職員へ相談する。職員は､疲労や不調の感じ方とその影響の有無を把握し、無理をしない過ごし方や対処法を共に検討する。

	
	②家事動作能力を高める。
	②悩み事がある際は相談が出来る。


	②些細な事でも悩み事がある際には自ら職員へ相談する。職員は､一日に一度は声をかけ、悩み事はないか具体的に問い掛ける。

	
	③目標体重を75㎏にする。
	③現在の体重78㎏を維持する。
	③食事内容を職員へ報告し､減量に必要な助言を受ける。職員は食事内容を確認し、バランスの良い食事を摂る為に不足している栄養素の摂取を促す。


